
● 子ども・子育て環境の整備と教育力向上のための各種施策の推進

○国東市で「子育てしたい・させたい」と思う体制の確立

〇連携教育による「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育む学校教育の推進

〇社会教育活動による地域人材の育成、学びの空間の創造

● 婚活支援施策の推進

○婚活支援事業の推進

● 新しい文化・芸術施策の推進

○文化・芸術のまちづくりによる地域活性化の推進

人 ● 移住・定住施策の推進

○空き家バンク制度の充実

○移住・定住施策を総合的に推進し、人口減少を抑制

● 官民一体となった国東市観光の体制の構築

○国東の地域資源を活かした観光施策を構築し、国東ブランドを推進

● 各種情報の一元化による活用策と情報発信基盤整備の推進

○国東市の広報をより魅力的にし、地域ブランド力を向上

〇オープンデータの推進提供

〇情報システム化の推進

● 第１次産業の再生と市内産品の販路開拓支援策の推進

○魅力的な農業を推進し、販路の強化、及び新規就農者の確保、並びに農業経営の総合的な強化策の推進

〇国東の地域資源を活かした林業の振興

○国東の地域資源を活かした新たな漁業の振興

● 多様な企業の誘致活動の推進及び市内企業・事業者の事業継続・拡大の推進

〇多様な企業の誘致

○地域商業の振興支援及び情報発信体制の整備

〇市内企業の事業継続・拡大の推進・支援

● 健康寿命（お達者年齢）延伸・医療・福祉施策の一体的推進

○介護予防、自立支援、重度化防止に向けた取り組みの推進

〇健康づくりの推進

〇生活を支える介護サービスの基盤整備

〇包括的な相談支援体制の整備

○地域医療体制の構築

● 住民によるまちづくりの推進

〇持続可能な地域づくりの形成支援

● 防災・減災施策による安全・安心なまちづくりの一体的推進

〇防災・危機管理体制の強化及び災害予防対策の推進

○地域防災力の強化

● 地域公共交通の推進

〇地域公共交通の利用促進と利便性向上

● 計画的なまちづくり整備（産学官との連携）

〇賑わいあるまちづくりや景観保全

〇スマート技術活用の検討・推進

〇産学官と連携した戦略事業の検討・推進

基本計画
（後期）

第 ２ 期 総 合 戦 略 【 ２ ０ ２ ０ （ 令 和 ２ 年 ） ～ ２ ０ ２ ４ （ 令 和 ６ 年 ） の ５ カ 年 計 画 ） 】
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 第２期国東市まち・ひと・しごと創生総合戦略（全体像）　
総合戦略の位置づけ
平成２６年度を始期として策定した「第２次国東市総合計画」の基本構想、基本計画に基づき、特に人口減少対策に応えるための取組を具体化し、着実な実施につなげていくための戦略です。

人口ビジョン
国東市の
将来像

基本構想 「●」具体的な施策　　　　　　　「○」主要な施策

①基本目標
若い世代が結婚・出産・子育てに希望をもてる

環境をつくる。

②基本目標
国東市への人の流れをつくる

③基本目標
安定した雇用の創出

④基本目標
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る

とともに地域と地域を連携する

数値目標（ＫＰＩ） ２０２４（令和６）年度
合計特殊出生率（ｐ） １．８０ｐ

出生数（人） １２３人

基準値 ２０１８（平成３０）年

合計特殊出生率（ｐ） １．５２ｐ

出生数（人） １５６人

数値目標（ＫＰＩ） ２０２４（令和６）年度
人口社会増減（人） ±０人

観光入込客数（人） ９８０，０００人

基準値 ２０１８（平成３０）年度

人口社会増減（人） ▲180人

観光入込客数（人） ９６３，５８７人

数値目標（ＫＰＩ）２０２４（令和６）年度
企業誘致数（増設を含む。）（件）１０件（2件／年）

雇用創出数（人） ２５０人（50人／年）

基準値 ２０１８（平成３０）年度

企業誘致数（増設を含む、）（件） ６件

雇用創出数（人） ８５人

数値目標（ＫＰＩ）２０２４（令和６）年度
平均寿命－健康寿命（お達者年齢）（差）

（大分県一を目指す。）

男性：１歳未満 女性：２歳未満

基準値 ２０１８（平成３０）年度

平均寿命－健康寿命（お達者年齢）（差）

男性：1.13歳 女性：2.50歳

人口減少の克服

◎２０６０年に社人研準拠推計より

約９,０００人の人口増

２０６０年人口推計：１７，３５０人

（社人研準拠推計：8,645人）

○２０２５年 ２４，２４１人

（社人研推計：23,067人）

● 出生率を向上させる。

結婚・妊娠・出産・子育ての希望の

実現、教育の充実

合計特殊出生率

2024年以降1.80ｐ

2025年以降1.83ｐ

2030年以降2.00ｐ

2040年以降2.30ｐ

●人口減少に歯止めをかけ、人の

流れを変える

社会増減 ±０ （２０２４年）

「人口の年齢構成」の改善

●新たな雇用、安定した雇用を創出

企業誘致・起業支援や新規就農者

の確保

「くにさきで親になる」ことのよろこびとその実現

「世界農業遺産の里の豊かな自然の中でのびのび学べる」くにさきの実現

「住んでみたいと思えるくにさき」の実現

「何度でも訪れたい神仏習合悠久の歴史の里くにさき」の実現

「働きたい、働けるくにさき」の実現

「世界農業遺産の里・くにさきで就業・起業・創業」の実現

「『ひと』と『しごと』を空路でつなぐまちくにさき」の実現

「住んで良かった 住み続けたいと思える くにさき」の実現

「いつまでも安心して暮らせるくにさき」の実現

⑤基本目標
２０年後の国東市を見据えた施策・事業の方針

数値目標（ＫＰＩ）２０２４（令和６）年度
スマート技術の活用件数（件） ２件（累計）

産学官連携事業化件数 （件） ２件（累計）

基準値 ２０１８（平成３０）年度

スマート技術の活用件数（件） －

産学官連携事業化件数 （件） －

「人口減少下において、住み続けられるまち くにさき」の実現


